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＜連絡事項＞
・なし
＜患者様連絡事項＞
・神田　直樹様～GH「ヌー」佐藤様へ入所の進捗状況について藤田が確認の電話をしている。GHの認可は2月1日におりており、今後は、体験宿泊をし、本人の体験時の感想と、施設側の本人評価を踏まえ入所となる流れとの事。
①体験日は最短で、2月21、22日が施設側が可能との事。（体験時の持ち物は、薬、洗面道具、着替一式、ライター等の危険物の持込は禁止）送迎はなし。

②日中、デイケアか作業所の確保が必要

①②がクリアされた場合、最短で3月1日の入所が考えられるとの返答である。
・平　京子様～宇津木澤SWから連絡あり。

不動産会社へ連絡しアパートの契約更新は可能と返答あり。

保証人の部分は保証会社を利用するが、本人と直接話をしたいと連絡があり、本院の携帯電話に着信が入る予定。着信があった際には折り返して欲しいと連絡受ける。保証会社契約に必要な書類は自宅への郵送となる。 

保証会社名：アーク賃貸保証
・松田　健様～手の痛みを訴えプログラムや夜間の睡眠にも影響が出ている状態。昨日は疼痛時カロナール（500）1T服用しているが、以後も疼痛緩和は見られなかったと話す。主治医へ報告し、リウマチの可能性もあり採血の指示受ける。 至急で採血実施。
＜要注目患者様＞
・太田　富夫様～排便及び便臭へ固着し頻回にトイレ篭り見られる。日課は取り組むことが出来ているが、食事に集中出来ず摂取量低下している。

























・小笠原　文人様～歩行の不安定さ著明だが多動さの自制困難。転倒防止の為に介入するが易怒性なし。食事の際に、本人に提供している食事内容とは異なるものを要求し介護スタッフへ命令する場面あり。診察時の対応含め振り返りを行うと、看護スタッフには謝罪し聞き入れることが出来ている。
・高橋　義明様～小声での独語や共有物の収集見られている。介入への易怒・興奮はなく、説明に聞き入れも出来ている。

























＜田名部Dr.担当患者様情報＞
・民部田　和哉様～メモを持参し、服薬自己管理を行ないたい、不眠時の頓服が欲しい、3月に施設入所したいと記載している。服薬自己管理は担当スタッフから服薬の指導を受けて進めるよう説明。不眠時としてIFオーダー追加、マイスリー（5）1T 5回分処方。施設が見つかるようであれば進めていく事を説明。
・板橋　利美様～睡眠時間は伸びたが、ずっと夢を見ている状態であると報告。苛々や憂鬱気分はないとの事。処方は同内容継続。
・畑中　成夫様～「中村惠子さんの事が気に入ってて、自分の事を色々知っていたんです。自分は性的な穢れが酷いので、気持ちい事をしないと治らないと思って、中村さんに頼んでいるんです。どなたか先生が私を思って紹介して入院させた人だと思うんです」と話す。主治医からは性的な内容で他患者様に訴えることは止めるよう説明。「それでも私の治療なんです」と、説明にも聞き入れ不良。性的な逸脱に繋がる可能性ある為、接触は止めるよう指導受けている。
・高橋　義明様～深夜帯に入り不眠で経過していること、2/17（金）16：00から認定調査予定であることを情報提供。主治医から夜間は休むよう説明受けている。身体的な疼痛の訴えなし。処方同内容継続。
・吉田　守幸様～食事・睡眠はとれており、苛々する事もなく経過。スタッフへの易怒性なし。排泄を確認すると「トイレは無理」と話されている。処方は同内容継続。
・三浦　みよ子様～退院後の生活安定させるよう指導あり。採血の結果HｂA1ｃ高値の為、ベイスン0.2㎎→0.3㎎へ増薬し2/24まで退院処方となる。口内炎改善の為ビタダン止め。
・太田　富夫様～排便への固着・便臭の訴え持続し、日課にも支障が出ていることを情報提供。本人からも睡眠はとれるようになったが、下剤を追加服用したら便が漏れて臭っている気がすると訴えあり。大建中湯1P→2Pへ増薬し、ビーマス減薬となる。
・小豆畑　裕介様～幻聴は持続していると訴え、「音楽を作ったものをアイドルが歌っていて、美智子様がお金を4億円払うと言って来る」と訴える。ハロペリドール12㎎→9㎎へ減薬し、フルメジン糖衣錠増薬している。
・高橋　伸治様～日中離床誌体操にも参加出来ている。漢字の書き取りは字の意味が分からず難しいと話す。
・大山　広美様～夕食後に就床前薬も服用したいと希望あり、夕食後薬に1包化している。眠剤を強くしてもらいたいと希望があるが、処方は変更せず服用方法のみ変更。
・久保　興介様～周囲とのトラブルはないが、自分のことを言われていると感じる場面はあると話す。処方は同内容継続。
・釜谷　茂春様～気分の調子は変わりなし。飲酒欲求はあるが毎日ではないと話す。足のざらつき見られているが、痛みはないと話している。痰は治まってきたと報告。
